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上田秋成の送り仮名
- 富岡本 『春雨物語』を対象として
紳 作 晋 一
一 はじめに
送り仮名について､近世期は､社会的規範もなく､個人の窓意的用法にまかせられてい
た時代と見られているが､印刷文化が発達し不特定多数の人々が印刷物にふれる機会が増
大したこの期は､読み手を意識した表記法の変化も予想される｡
またこの期の送り仮名を考えるにあたって､音節数注1の観点から考察すべきことが示唆
されている注2｡具体的には二音節注3を基準として､仮名を送るかどうか､ということにな
るようであるOたとえば菊地圭介氏の論考注4などもその観点から行われており､明治以降
の送り仮名法にいたるまでの過程を捲くのに､近世期の実態を調査･検討してゆく積み重
ねが必要である｡
筆者は､紳作晋-(2001)で､本居宣長の｢物かくに心すべき事｣(『玉勝間』七の巻)の記
述に着目し､宣長の寛政期の板本を調査したが､おおむね江戸時代中期～後期の傾向を示
しながらも､容意的ではない､ある程度統一された送り仮名表記の傾向を見出したo
今回は同時代の上田秋成を取り上げ､富岡本『春雨物語』(文化五 (1808)年成立)の送
り仮名について調査し､秋成の独自性と他の近世資料との関連を考察することを目的とす
る｡
二 先行研究･調査対象
Ⅰ 先行研究
上田秋成を対象とした送り仮名の研究には､原口裕(1989)がある｡原口氏は､音節数と
振り仮名などの観点から､他の作と共に『雨月物語』(安永五(1776)年刊)を取り上げ､分
析･考察をされている｡原口氏はその中で､次のような点を指摘された｡
〇二音節動詞は振り仮名が二音節のため送り仮名は振り仮名による表記になる｡いく をく かき ことかけ
(行､行､置､書つ けゞ､事欠)
あそ あか なが つか 十つ
〇三音節動詞､四音節動詞の活用語尾は送り仮名で示すが(遊び､明り､詠め､達ひ捨る､あら /.が あきなうたがt)てな
洗ひ流し)､四音節動詞の場合振り仮名が三音節になるため(商ひ､疑ひ､翫し)､時折
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さだめかえるかさね
三音節動詞の活用語尾が振り仮名になることもある(定､帰､重)0
また､『雨月物語』において特徴的な事項として､
さわ なや めづ
○転成形容詞の表記は動詞の語尾を送ること(騒蚕.しき､悩呈しき､愛_らしくいか うき おそ きた たふ
〇二音節振り仮名の例が数語あること(厳めしく､菱､恐ろし､汚なき､貴
よか をし
く､良ら､惜)(以上用例は一部抜粋｡傍線部は紳作によって施した｡)
?
?????
を挙げている｡
筆者は紳作(2001)で宣長板本の調査に際し､できるだけ､出版されたもの､自筆板下で､
という考えですすめてきたが､すでに『雨月物語』の調査が先行していることを踏まえ､富
岡本『春雨物語』が自筆の最終稿本(最終的なかたち)と目されている注5点に着目した｡そ
こに秋成晩年の表記意識が反映されている､という見通しのもとに今回の調査を行なった｡
Ⅱ 使用テキスト
テキストは富岡本 『春雨物語』(文化五 (1808)年刊､天理図書館善本叢書15『秋成自
筆本集』に収録)を使用する｡富岡本は巻子本であり､上述のように秋成自筆の最終稿本で
あると見られている｡実際には出版されなかったが､作品としては知られていたらしい注6｡
表記上の特色をあげてみると､漢字仮名交じり文だが句読点や濁点もなく､出版された
『雨月物語』のように振り仮名や(読みを示すような)小文字はない､という状況である｡
富岡本には以下の章段がある注7｡
序文
血かたびら
天津処女
海賊
目ひとつの神
焚くわい上
(以下 『序』とする)
(以下 『血』とする)
(以下 『天』とする)
(以下 『海』とする)注8
(以下 『目』とする)
(以下 『焚』とする)
三 用例の扱い･分類
調査項目は､動詞(補助動詞を含む)･形容詞を対象とする｡ただし､｢教に(ヲシ-ニ)｣
(208-07『血』､数字は善本叢書の頁･行)のようないわゆる転成名詞や､｢打披き(ウチカヅ
キ)｣(306-06『目』)の ｢打｣のような用法上､他の品詞にうつった語もふくむ｡
テキストの処理･分析にあたっては､日本古典文学大系･新編日本古典文学全集所収の
本文も参照した｡また木越治氏監修のテキストファイル注9も参照させていただいた注10｡特
に用例の所在表示は､巻子本のため苦慮していたが､後々の便宜も考え､これにしたがっ
た｡
語の認定は､上記の注釈書の他､『日本国語大辞典』(初版･二版)などを参照して､複合
語と見られるものも､細かく分けたOたとえば r投入て｣(287-04『海』)とある場合､｢投
入て｣を一語と見るのではなく｢投ぐ｣と｢入る｣に分けて､それぞれの活用語尾と下接
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語を考えるものとする｡
表記形態による分類は以下のとおりである｡
a.漢字書きのもの
例 ｢尽たり｣(286-04『海』)､｢帰ると｣(396-03『契』)､｢狭くて｣(235-08『天』)
b.仮名書きのもの
例 ｢あやまりつとて｣(229-06『血』)､｢とりつきて｣(312-08『目』)､｢をさなき
者にて｣(269-06『海』)
C.｢心-｣のように複合動詞･複合形容詞の非活用部分が漢字のもの
例 ｢心さむしも｣(225-08『血』)
このうちaを調査対象とするO
終止形を五十音順(歴史的仮名遣い)で示し､文語文法の体系によって､次のように分類
する｡また用例は該当の文字列をそのまま示すが､注記する必要のある場合は以下のよう
にする｡
Ⅰ 動詞 ･補助動詞
☆異なり語の段階
○音節数と活用形式
(五一音節動詞(カ変･下二段 ･サ変托‖)
②二音節動詞(A 上一段､B 下一段､C 四段､D 下･上二段､E ラ変､F ナ変)
③三音節動詞(A 四段､B 下･上二段､C ラ変)
④四音節以上の動詞(A 四段､B 下･上二段)
☆同じ語の段階
○活用形
未然形--注記するときは(莱)とする｡
連用形-･.下接語･用法から次o)通り分類する｡
ア)転成名詞･.･.･注記するときは(名)とする｡
イ)連用中止_HL･-注記するときは(中)とするO
ウ)助詞 ｢て｣
エ)｢て｣以外の助詞･助動詞--注記するときは(助)とする｡
オ)複合語の前半部､連用修飾などを含めた上記以外の連用形･･･..･注記する
ときは下按語が漢字表記(複)か仮名表記(前)かによってわける｡
終止形-=-下接語から次の通り分類する｡
ア)そのまま終止･････注記するときは(終)とする｡
イ)｢と｣｢べし｣｢らむ｣｢めり｣｢まじ｣など助詞･助動詞を下接するもの･41u
連体形･--･注記するときは下按語が漢字表記(漢)か仮名表記(かな)かによりわける｡
巳然形-･-注記するときは(巳)
命令形-･･･注記するときは(命)
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Ⅱ 形容詞
①ク活用､②シク活用･-･･･未然､連用(ウ音便)､終止､連体､巳然､命令､さらに語幹
の用法･カリ活用の別｡その他は動詞の場合に準ずる｡
なお用例の表し方は､上記のように､｢用例文(注記)｣(頁一行『章段』)､とする｡
表1
四 調査結果 ･考察
Ⅰ 動詞 ･補助動詞(表 1･表2)
表 1は全用例を音節数･活用形式に分けた
内訳である｡表2は活用形別に分けている｡
また､活用語尾の有無注13について
｢-｣･-活用語尾のないもの
｢o｣･･活用語尾が送られているもの
｢+｣-活用語尾より前から送るもの
｢*｣-構造上議論の対象となりにくい
もの批 1
とそれぞれ分けた｡
(彰一音節動詞 ) ここ7)) ぬ /TL
来(カ変)､得､心得､蘇､経(下二段)
･｢来｣36例…
1 力変 1 3 00036下二段 4 ll ll
2 上一段 81 00081
下一段 1 0 005
四段 71 411 382 29 0
下二 4 16 155 8
上二段 1 13 00
ラ変 2 2 24 1 0
ナ変 1 3 1 0
3 四段 103 32 62261 0下二段 35 8 29 51 0上二段 1 1 01
ラ変 1 02 0
4以上 四段 29 8 ll 60 ll 0下二段 4 3 4 0
未然 138 48 70 4 16 35%
連用 778 488 191 3 96 63%
終止 161 73 83 3 2 45%
連体 116 70 42 1 3 60%
巳然 30 2 15 0 13 7%
A Atlrl~Tつ 22 1 18 0 3 5%
｢来なけ｣(207-04『血』)､｢来て｣(386-06『契』)､｢来たれと｣(213-03『血』)､｢来
たま-｣(453-04『契』)など
･｢得｣5例
｢得させたまひて｣(237107『天』)､｢得す｣(310-02『目』)､｢得たる｣(259-06『血』)
｢得たらんに｣(310-03『目』)､｢得たりとて｣(313-08『目』)
･｢心得｣1例
｢心得たりとて｣(446-07『契』)
･｢森｣4例
｢森たり｣(401-03『契』･43卜04『契』)､｢昼疾さむるそ｣(408-06『契』)､｢ころひ
森して｣(454-05『埜』)
･｢経｣1例
｢経るほどに(264-05『海』)｣
これらは､構造上､漢字表記しようとすればこのようにしかありえない｡連体形･巳然なし,qき
形 ･命令形は､｢○る｣の如く ｢摩J,-L16の部分を送っている｡
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②二音節動詞
A 上一段活用
い き 礼 (7)
射る､着る､似る､煮る､見る､居る
･｢射｣1例
｢射れと(命)｣(229-03『血』)
･｢着｣3例
｢打着の｣(303-08『目』)､｢着す｣(254-03『天』 ･405-08『契』)
･｢似｣8例
｢似すして｣(259-02『天』)､｢似て｣(300-04『目』)､｢似たり｣(248-04『天』)､｢似
る花｣(218-01『血』)
･｢煮｣3例
｢煮たる｣(430-05『契』)､｢煮たるを｣(447-03『契』)､｢煮こらしたる｣(304-07『目』)
･｢見｣56例
｢見るとも(316106『目』)｣､｢見れは(255-04『天』)｣｢見よ(238-01)『天』｣など
･｢居｣10例iElT
｢居たり｣(266-01『海』)､｢居すは｣(45卜06『契』)など
-音節動詞と同様で､議論の対象となりにくいものである｡終止形以下命令形までは､こ
れも｢磨｣の部分を送っている｡
B 下一段活用汁
蹴る
｢蹴たをされたり｣(410-04『契』)など5例あり､すべて連用形の例である｡
C 四段活用
あ あ し し
飽く､合ふ､云ふ､忌むか か J /J･
書く､勝つ､買ふ､刈るさ さ L -l
指す､去る､知る､住む. -･ I ､
積む､釣る､解く､両ふ
?? ?? ?? ? ?
る､撃つ､打つI ～
く､聞く､由る
む､剃る､足すL L
ぶ､執る､取
?
揺 (i L-＼ ノ∫･ 〕､
吐く､履く､引く､吹く､臥す､伏す､踏む
ゆ よ L L ゑ を
行く､呼ぶ､訓む､読む､酔ふ､折る
????? ?? ?っ ?? ?? ?
??
???? ?? ?っ ? ? ?
?
???? ?? ? ? ????? ?? ? ?? ??????? ? ? ????? ????
これらのものは活用語尾を送っていない｡
｢云(終)｣(286-03『海』)､｢立て｣(405-01『契』)､｢問(終)｣(393-07『契』)､｢去た
まひては｣(222-06『血』)､｢読て｣(224-04『血』)､｢引廻し｣(410-08『契』)､｢行は
とに｣(392-02『契』)､｢産へき便の｣(278-05『海』)
また､完了の助動詞ヌを示すものは､仮名を送らないO
｢去ぬ(終)｣(204-04『血』･255-08『天』)､｢成ぬ(終)｣(41卜03『契』)､｢成ぬとて｣
(44卜05『契』)､(なお打消の助動詞は ｢入ぬ物なりとて｣(449-01『契』)となってい
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る
活用語尾を送っているものは､次のようなものである｡
①終止形 ･連体形
｢解くさ-に｣(273-05『海』)､｢解く道｣(283-04『海』)､｢呼ふに｣(308-04『目』)､
｢訓む也｣( 291-05『海』)､｢知る事｣(309-02『目』)､｢売る中に｣(445-01『焚』)､
｢追ふ(終)｣(410-02『焚』･411-04『契』)､｢告る(終)｣(399-05『契』)､｢刺す(終)｣
(294-01『海』)｣､｢止むとも｣(388-06『契』)､｢乗る(終)｣(267-08『海』)
②中止形
｢追ひ(中)｣(210-05『血』)､｢薙き(中)｣(228-01『血』)
③条件形十は(ば)
｢聞けは｣(214-09『血』)､｢呼-と｣(418-04『契』)､｢追-と｣(414-01『契』)､｢問
-は｣(292-07『海』 ･437-07『契』)
(彰その他
｢云はす｣(310-01『目』)､｢問はせたま-は｣(226-01『血』)､｢吹けとて｣(217-05
『血』)など
①は終止･連体形の例だが､語尾が示されている｡②はいわゆる連用中止の用法である
が､連用形の用法のなかでこの例だけが仮名を送っている｡③は条件表現だが､条件表現
になるものは ｢行は(イケバ)｣(446-06『契』)を除き､あとはすべてこれらの例である｡
なお ｢いふは｣は ｢云は｣の文字列が4例(274-08『海』､275-06『海』､277-08『海』､
389-01『契』)あり､
｢いは ｣ゝ (イハバ)
｢云-は｣ (イ-バ)
｢云は｣ (イフハ)
という書き分けが推定される｡
④は未然形と命令形の例が残った｡｢云はす｣については､｢云ん(未)｣(286-02『海』)の
例があるが､活用語尾を送る傾向があったのではないかとも考えられる｡
①～(むと表3を併せ考えると
●巳然･命令形は活用語尾を送るO
●未然･終止･連体形は送るものが比較的ある｡
●連用形はほとんど送らない｡
というような､活用形別にある程度の傾向があることがわ
かる｡
D 下･上二 段活用あ あ ir,
明く､挙ぐ､上ぐか か か
秩く､兼ぬ､易ナ 十
棄つ､捨っ､立
?っ
表3 二音節四段動詞
漕用瀬;:三.｣含.蘇.'.捗.諌:十oJ;=:ri主.Si;≠■_1,a):軸=:
未然 27 23 4 085%
連用 261256 5 098%
終止 64 57 7 089≠
連体 50 44 6 088%
巳然 7 1 6 014%
A AE)r11コ 2 1 1050%
?
??
??
?
??
?
?
?
?????
??
??
??
???? ?? ??
? ??
???
? ??
?
??
? ?
ぅ???? ????
??
っ?
??
?????
??
っ?
????
??
っ?
??
????
? ????
??? ?? ??
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ふ 壬 主 J+ '1 I) む わ 石-
更く､触る､負く､柾ぐ､見す､見ゆ､向く､群る､分く､折る､(以上下二段)お お J お お し c/)
堕つ､落つ､生ふ､負ふ､降る､朽っ､閉づ､延ぶ(以上上二段)
活用語尾は送られていない｡
｢捨て｣(265-02『海』)､｢建ならひ｣(240-01『天』)､｢逃し男めかと｣(428-04『契』)､
｢提(中)｣(39卜05『契』)､｢出れは｣(453-04『契』)､｢建ならひ｣(240-01『天』)､｢立
て日嗣｣(222-06『血』)､｢赴んとす｣(432-06『契』)､｢上させたまひて｣(220-07『血』)､
｢明放ちて｣(303-05『目』)､｢閉てそ｣(234-04『天』)､｢生出て｣(265-07『海』)､｢落
居たり｣(266-01『海』)
完了の助動詞ヌの時は送らない｡
｢明ぬ｣(392-05『契』)､｢暮ぬJ(405-04『契』)
連体形は ｢日.る｣といわゆる ｢摩｣の部分だけが送られているu18｡
｢過る人｣(425-06『契』)､｢付るためし｣(291-07『海』)､｢赴るを｣(249-06『天』)
例外は､
｢見えて｣(253-01『天』)､｢見する(連体終止)｣(432-02『契』･450-01『焚』)､｢見
すな｣(45卜07『契』)､｢見せたてまつる｣(256-01『天』)､｢見せ奉 Lに｣(238-04『天』)､
｢告く(終)｣(444-06『契』)､｢出つ(終)｣(409-07『焚』)などo
｢みゆ｣｢みす｣は ｢みる(見)｣との整合性もあり､｢見ゆ｣｢見す｣と漢字部分が-音節に
なる｡｢いづ(出)｣｢つぐ(告)｣は終止形だが､｢出(中)｣(425-06『焚』･212-07『血』･
424-02『契』)のように､連用中止の形が仮名を送らないところをみると､終止形の場合は
文の切れ目を示すために送った､ということも考えられる｡
E ラ行変格活用
あ あ
有 り､在 り
･｢有｣ 17例
･｢在｣ 8例
活用語尾は送られておらず､二昔節目までが漢字である｡
｢有て(272-02『海』)｣､｢有を(273-04『海』)｣､｢有まし(284-05『海』)｣､｢有(中)｣(443-
05『契』)､｢有-きに｣(275-03『海』)｣
｢在ましきに｣(254102『天』)､｢在 Lに｣(304-05『目』)は1`)､｢在て｣(314-07『目』･
416-02『契』 ･444-03『契』)､｢在(終)｣(280-07『海』)
例外として ｢清水寺にこもりて在る夜｣(254-05『天』)というのがある｡
F ナ行変格活用
しぬ(死)
･｢死｣ 4例
｢死たる男の(446-04『契』)｣､｢死たるへし(433103『契』)｣､｢死たり(413-06『焚』)｣､
｢死ぬ(終)(229-01『血』)｣
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終止形のみ送っているが､あとは助動詞 ｢たり｣が接続する例で､活用語尾を送ってい
ない｡未然形､連体形､巳然形､命令形の例は見出せなかった｡
③三音節動詞
A 四段活用
あか あか あそ あた あま あゆ あら いか いだ いだ いた うご うつ
明す､ 明る､ 遊ぶ､ 当る､ 余る､ 歩む､ 洗ふ､ 怒る､ 出す､ 抱く､ 至る､ 動く､ 遷す､
うづ うつ うは うは うれ えら おく おこ おぼ おも かき かこ かづ
埋む､ 選る､ 奪ふ､ 纂ふ､ 患ふ､ 撰ぶ､ 送る､ 起る､ 思す､ 思ふ､ 限る､ 囲む､ 被く､
か7Ll か- かよ かわ きこ
叶ふ､ 帰る､ 通ふ､ 乾く､ 聞す
す圭 そ/ヱ >･ノ たま ただな たく
住ふ､備ふ､巧む
㍍?
ふ､ 乱すとほ と吏 なが なげ なは
通る､ 泊る､ 流す､ 欺く､ 直す
にな ぬす ねた ねむ cr)那
荷ふ､ 盗む､ 羨む､ 眠る､ 逃す
?????
??
??
? ?
はら ひら ひら 吏う まさ まじ
疎ふ､ 開く､ 披く､ 申す､ 勝る､ 交る
??
?
?
??
??
??
????
る
㍑?
??
??
??
??
??????
? ??
??
??
?
?
?
?
????
ぶ､廻す
? ? ??
? ? ?
??
??
??
?? 一つ さけ しず
転ぶ､ 叫ぶ､ 沈む
った てら とほ
倍ふ､照す､通すなら rTノ にく
井ぶ､ 悪む､ 憎む
はし はた はな
走る､ 責る､ 放つ
まゐ みた TJtか
る､ 参る､ 乱す､向ふ
むす めぐ めと やど やぷ ゆづ ゆる わか わた わら をが をは
結ぶ､巡る､要る､宿る､破る､譲る､赦す､分つ､渡す､笑ふ､拝む､終る
これらは活用語尾を送っている｡
｢遊はぬ｣(313-02『目』)､｢笑ひて｣(42ト05『契』)､
｢除き(中)｣(241-08『天』)､｢備ふ(終)｣(210-05『血』)､
｢思ふ-き｣(227-02『血』)､｢給-るとそ｣(243-08
『天』)､｢洗-(命)｣(449-05『契』)､｢帰れ(命)｣(387-
03『契』)
表4 三音節四段動詞
未然 51 2 49 0 4%
連用 156 44 112 0 28%
終止 62 10 52 0 16%
連体 29 6 23 0 21%
巳然 9 9 0 0≠
AAElr)■T1 16 16 0 0%
活用形別に示す(表4)とわかるが､複合語など動詞の連続や名詞形の場合など､省略さ
れることがある｡
｢乱入て｣(420-02『契』)､｢譲たま-と｣(222-09『血』)､｢限なし｣(266-01『海』)､
｢思の外｣(264-04『海』)
ここで原口(1989)で指摘された､｢まうす(申)｣(表5､
全67例)の場合を見てみる｡｢申す｣系38例､｢申｣系29
例というように､送り仮名を送るほうが優勢だが､混在し
ているという点では原口氏の調査と同じ傾向を示してい
る｡これは､｢申｣が当時の書簡文に頻用されていたことが
関係すると考えられる｡当時の書簡文や公用文書は漢文体
がほとんどで､｢申越候｣などと書いて､仮名を振ることも
ほとんどなかったはずだからである｡
また活用形別に考えると
未然 ･終止 ･巳然 ･命令 - ｢申す｣系
連用･連体 - ｢申｣系
表5 まうす(申)の例について
語群埠 i:.欝 形 .lIp-:㍉ FJ:,申す謙系/F申lj束子
未然 まうさむ 5
連用 まうして 1 6
まうせし 2
(助) 1
まうし(節) 6
まうし(複) 4
終止 まうすべし 1(終) 19 6
まうすと 1
連体 まうす(かな 2 2まうすく漢) 3
巳然 まうせば 4
命令 まうせ 4
合計 38 29
というような傾向が見てとれる｡使用頻度他や下按語による接続の明確さが関係すると考
えられる｡
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B 下･上二段活用
あっ ,i-nは いさ
集む､ 合す､諌む､
く-づ くは
崩る､喰す､答ふ､はな まっ 圭か
離る､詣づ､負す､もち
用ふ､(以上上二段)
??? ?? ????? ? ?
? ??? ?
???㍍?
?
??
?
?
????
??? ?
?
?????
??? ?
かさ ,)Jlで /J) をこ きよ
重ぬ､数ふ､鰯む､聞ゆ､清む､i:L~) /こか Jit; ほじ はじ
捕ふ､流る､侯く､始む､初む､をし
教ふ(以上下二段)
これらも四段活用と同じく､活用語尾を送っている｡
｢教へ(名)｣(312-04『目』)､｢助くるとも｣(274-04『海』)､｢恐れて｣(254-01『天』)､
｢別れては｣(275-04『海』)､｢用ひさせたま-り｣(239-02『天』)
活用語尾を送らない例としては､｢始には｣(310-04『目』)､｢定たま-りき｣(216-02『血』)
などがあげられるが､これも名詞形か複合語の前項要素がこれに当たるようである｡
C ラ行変格活用は-
侍 り/F-20
これも､四段活用と同じで､活用語尾を送っている｡
｢侍る(終)｣(227-01『海』)､｢侍りて｣(226-09『血』)(以上全二例)
④四音節以上の動詞
A 四段活用
あきな あぎむ 心)つ1- 1,'やし あやも あらそ いなな うLな おこた lJこIJ おと/, おとろ 71JLた/T.
商ふ､欺く､集る､怯む､誤る､争ふ､噺く､失ふ､怠る､行ふ､驚く､衰ふ､傾く1121､かなし きたt さJか したが Lりそ ′htEと まじは 上げは 上'1)ニ わづら をこた
悲しむ､ 定る､ 騒す､ 従ふ､ 割く､ 賜る､ 交る､呼る､喜ぶ､煩ふ､怠る(以上4音節)
おどろか あら/>一女 こ=:T'さ た こ七つ はつかL もてあそ :)けた引,i
驚す､改る､志す､奉る､恥む､玩ぶ､承る､(以上5-6音節)
活用語尾を送っている｡
｢奉るな-に｣(253-05『天』)､｢行ひありきける｣(254-04『天』)､｢改りたるやうにな
ん｣(233-06『天』)
傍線部のように｢不変化語尾｣汀コを送るものもあるo
｢定亘らず｣(283-01『海』)､｢驚かすにこそ｣(『契389-06』)､｢騒旦主し奉らし｣(305-
06『目』)｢行なはん｣(414-04『契』)は23､｢恥か しむ(終)｣(387-05『契』)
これらは､活用語尾ということで考えれば､それより前の部分から送っている｡また漢
字に当たっている部分が二音節である｡原口(1989)には､『雨月物語』にも｢四音節動詞の
二音節振り仮名｣のあることが指摘されている心が､『春雨物語』の場合でも同じといえる
だろう｡
活用語尾が送られない例は､以下のとおりである｡
① ｢志よきに｣(241-06『天』)､｢志ふかく｣(297-04『目』)
② ｢傾たりけり｣(211-04『血』)､｢奉たま-りき｣(239-04『天』)､｢いさめ奉Lは｣
(237-02『天』)､｢奉しためし｣(244-08『天』)､｢奉Lに｣(238-04『天』)､｢奉-し｣
(28卜05『海』)､｢奉也けり｣(253-06『天』)
③ ｢失ぬ(完了)｣(253-08『天』)
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④ ｢集 り(中)｣l(386-03『契』)
①は名詞形(体言)の形である｡②は ｢たり｣｢て｣｢し(き)｣｢べき｣などの頻用されると
思われる助詞･助動詞の類で､そのほとんどが連用形に相当することを考えると､③の例
は､連用形を分出しないという慣習がたまたまこれに当たってしまい､結果的に｢うしな
はぬ｣との区別が出来ていないということになる｡その点､不親切な表記とも言える｡
④は､活用語尾を送るという点では問題ないが､｢あつむ(集)｣との対応を考えれば｢集
まり｣とすべきとも思われる｡しかし｢あつむ(集)｣の方に｢り｣を含む部分はないので､
こういう表記でも支障なかった､と考えられる｡
B 下･上二段活用
あらた さまた たづさ なから
改む､妨ぐ､携ふ､生ふ(以上下二段)･._I_′J
試む(以上上二段)注25
活用語尾を送っている｡
｢改めたまふ｣(239-02『天』･242-081『天』)､｢携-たる｣(31卜07『目』)､｢生-帰
りLは｣(400-04『焚』)
活用語尾を送らないものは､
｢坊に(451-03『焚』)｣､｢改し事(242-02『天』)｣､｢改たりき(257-01『天』)｣(以上全用
例)
｢妨に｣は名詞形(体言)｡｢改-｣は｢改め-｣と上記のように用例数が2例ずつと括抗し
ている｡
Ⅱ 形容詞(表6)
分類は､動詞の項と同様である｡
?
??
? ?
??
??
??
??
?
??
??
??
??
??
??
?
?
???? ?
??
?
‥ ??
??
?
?????
??
??
?
?????? ? ? ?
????
??? ? ?
?
?
????
??
?
?
????
??
?
?
??? ??
??
?
?
????
??
?
?
??? ??
? ??
??
????
?
?
?
????
??
?????
?? ? ? ?????
??
??
ク活用は活用語尾を送っている｡漢字部分が語幹である｡
｢早し｣(397-07『契』)､｢近きかとそ｣(222-04
『血』)｢暗う(り音便)｣(390-03)『契』
語幹の用法もやはり同じである｡
｢浅はか事也(275-06『海』)｣､｢憎さけに(292-04
『海』)｣､｢高らかに｣(303-04『目』)
活用語尾が送られなかったのは､｢疾か-れ｣(299-
表6 形容詞
02『目』)｡｢とくゆきて疾か-れとて｣という続きになっているため､よみの確定がしやす
いこと､語幹が-音節となること､連用形で副詞相当になっている(活用語という意識が若
干 うすれる)こと､などの諸要因が考えられる｡もっとも､原口(1989)によれば､『雨月物
- 99-
(ll)
静』にも｢り｣などの例があることといい､二音節という意識があって｢疾か-れ｣となっ
たのかもしれない｡
②シク活用
あたら あや あや うれ おそろ おそろ おな おもしろ かな さはが ただ とぼ にぎは
新し､怪し､ 催し､ 嬉し､恐し､博し､同し､面白し､悲し､騒し､正し､乏し､賑し､
はなばな ひさ まず まちひさ めづら わづらは
花し､久し､貧し､待久し､珍し､煩し
シク活用もク活用と同様､活用語尾(｢し｣の部分から)を送っている｡
｢恐し(終)｣(304-03『目』･455-01『焚』)､｢嬉しくも｣(399-05『焚』)､｢同しく(中)｣
(245-02『天』)､｢同しき者そ｣(277-02『海』)
例外は以下の通りである｡
｢煩はしと｣(215-03『血』)､｢煩はしとて｣(441-03『奨』)､｢煩はし｣(440-05『契』)
｢新らしくてうして｣(405-08『焚』)､｢恐ろしさに｣(418-01『焚』)､｢騒かしきには｣
(455-04『契』)､｢賑はしきか｣(454107『焚』)､｢珍らしけれは｣(247-01『目』)
原口(1989)でも指摘されている『雨月物語』の ｢二音節振り仮名｣と｢転成形容詞｣の
例と同じである｡『春雨物語』の場合､振り仮名表記はないものの､漢字部分の受け持つ音
節数は一致するo｢新らし｣｢珍らし｣もそれと考えられるOまた｢転成形容詞｣の場合は､
｢煩ふ(終)｣(300103『目』)､｢恐れて｣(254-01『天』)の例があることを考えると､読み方
を一致させるために､他品詞に対応する漢字部分の音節を合わせようとする意識があった
のかもしれない｡
五 まとめ
以上､いままで述べてきたことをまとめると次のようになる｡
1.三音節以上の動詞は活用語尾が送られるが､二音節動詞は活用語尾が送られない､こ
れが大原則である｡
2.複合語の前半部､また(転成)名詞形など､三音節以上の動詞でも活用語尾を省略する
ことが多くみられる｡
3.活用形別ということで考えると､
(送り仮名 少)
連用･連体
(出現頻度 多)
終止･未然 巳然･命令
(送り仮名 多)
(出現頻度 少)
と､-の方向にしたがって活用語尾の表記が増えているようである｡
4.形容詞はク活用もシク活用も語尾を過不足なく送って安定した表記になっているが､他
品詞の語を含むものは｢し｣より前から送り､音節数を合わせる｡
1は活用語以外でも同時代に広く認められる大原則だと考えられる｡
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2は宣長においても若干見られた現象だが､三音節動詞が､宣長においては語尾なしの
ものがほとんど無く､最低でも小文字で語尾をつけているのに対し､秋成の方は語尾なし
が2割 ほどになっている(表1)｡
3については､たとえば三音節の四段動詞(表4)に絞ると､｢-｣を
連FTl - 連体･終止 未然･巳然･命令
のように位置すべき結果にもなる(ただし連用～命令までの順番が変わらないこと､しか
もその順番は先行研究で示された結果と同傾向であること､は付け加えておかなければな
らない批6)0
以上を考えると､富岡本の『春雨物語』の送り仮名は､原口氏の調査による『雨月物語』
の実態から､振り仮名を除いたものに相当すると考えられる｡
また､紳作(2001)で調査した宣長のものと比べると､出版仕様と原稿との違いはあるも
のの､次のような点が指摘できる｡すなわち一･二音節動詞の表記は､漢字一字に二音節
という傾向が共通しており､宣長著作の振り仮名や小文字を除くと､あまり差がない｡三
音節以上の動詞に関しては､宣長がほぼ例外なく活用語尾を送っているのに対し､『春雨物
語』は語尾表記にばらつきがあり､語尾を書いていないものが全体の2割ほどになってい
て比較的多い｡その中の多くは2で示した特徴をもつが､それでもばらつきがある｡
個々に語を見てゆけば､名詞形と複合語の前項などに活用語尾の表記がほとんどない一
方､二音節動詞の終止形に活用語尾の表記が見られるなど､上田秋成の表記体系として､そ
れなりの特徴が見出せる部分もある｡しかし音節数や活用語尾の有無というフィルターを
通して文字列を分析してみると､宣長の表記よりも統一が取れていない､という結果になっ
た｡
秋成についていえば､送り仮名の有無や傾向を調べることで､他の秋成筆『春雨物語』諸
本との比較､あるいは秋成の他の著作との比較を考えてゆくことで､『春雨物語』成立論に
いささかなりとも資するところがあるかもしれない､と思っている｡
今回の調査による上田秋成の送り仮名の実態は､ある一定の傾向から成ってはいるが､個
人の懇意的用法とみなされる部分も少なくなかったO結局､読み手に対する配慮を担って
いたのは､出版仕様の際に施されるルビであると考えられ､送り仮名が読み手-の配慮の
役割をしている面はあまり看取されなかったO
筆者は明治時代以降の送り仮名法成立が突然成ったのものではなく､それまでの時代に
生み出される素地があったとして､論考を進めているが､こうした送り仮名のあり方を､明
治以降の送り仮名法までの過程を描くにあたって､どのように位置付けてゆくかは､残さ
れた課題であり､さらなる研究の蓄積が必要だと考えている｡
【注】
1.｢音節｣はいくつかの概念を含むものだが､先行研究では､たとえば ｢おもふ(思ふ)｣
なら語幹が2音節､活用語尾が1音節の合計3音節のように規定している｡本稿でもそ
れに倣い音節数を規定してすすめてゆく｡
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2.原口裕(1989)､坂口至(1989)
3.池上禎造(1955)22-23頁､同(1957)25頁､同(1982)8頁
4.菊地圭介(2000a)､同(2000b)
5.『上田秋成全集』(中央公論社)第七巻の解題(長島弘明氏)､新編日本古典文学全集の解
題(中村博保氏)など
6.馬琴の『近世物之本江戸作者部類』｡複製と解説として､木村三四吾宿(1988)がある｡
その他､『天理図書館善本叢書 秋成自筆本集』の解題(中村幸彦氏)､木越治(1986)な
どを参照｡
7.なお､諸本の状況は『上田秋成全集』第七巻の解題(492貢)､深沢秋男(1986)の表(321
頁)を参照のこと｡
8.漢文体の部分は用例の対象からはずした｡
9.天理図書館善本叢書の『秋成自筆本集』を底本としてあるが､巻子本の改行にあわせ
て翻刻されており､句読点･濁点が付された上､善本叢書の書式で区切った頁･行が付
されている｡『上田秋成全集 第七巻』所収の本文とは漢字の字体の翻刻態度が違うが､
送り仮名の考察ならばほぼ問題ないと考えている｡しかも巻子本の場合､引用時の用例
所在のあらわし方が難しいのだが､この本文を使えばその点は解決する｡テキスト作成
の労苦･煩雑さ等を思い､木越治氏をはじめ関係各位に敬意を表し､感謝する次第であ
る｡
10.ftp://yoshiOl.kokugo.edu.yamaguchi-u.ac.jp/pub/jallc/ko/haru_txt.1zh
情報処理語学文学研究会(JALLC)のJALLCFTPTextArchivesListより
http://yoshiOl.kokugo.edu.yamaguchi-u.ac.jp/jallc/
ll.結果的には､サ変の漢字書きの用例はなかった｡
12.ラ変動詞は連体形接続だが､便宜上終止形に入れた｡
13.たとえば｢かぎる(限)｣(四段)や ｢あらたむ(改)｣(下二段)の場合､｢限らず｣｢改むべ
し｣とあれば ｢0｣､｢限あり｣｢改る時｣なら｢-｣として､また ｢定まる｣のような
場合は ｢+｣とする0
14.例えば｢見る｣のように語幹と活用語尾が同一で､漢字表記しようとすれば､｢見る｣
という文字列以外に考えられないもの､などをいう｡
15.調査結果には終止～命令形の例がなかったこともあって､｢きたる(莱)｣の可能性のあ
るものもあるが､判別困難のため､｢来｣の文字列で始まる動詞は､一括して｢く(莱)｣
に分類することにした｡
16.富士谷成幸 ｢あゆひ抄｣などに見られる用語｡二段活用の連体形のル語尾を指す｡
17.振り仮名もなく､｢をる(居)｣との区別がわかりにくいため■､これも一括して｢ゐる(居)｣
に分類した｡
18.二段活用の連体形の表記について､紳作(2001)の手法とおなじように､活用行ごとに
分けてみたところ､次のような結果となった｡
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(活用語尾を送るもの)
力行 たすくる(助)
ヤ行 みゆる(見)､さかゆる(栄)
サ行 みする(見)
｢見｣を用いる動詞とヤ行の動詞である｡宣長の寛政期の作品の調査からも考えると､
ヤ行のものは､音節数に関わらず送るようになっていたのではないかと考える｡
(末尾の ｢磨｣のみを送るもの)
力行 つくる(付)
ガ行 にぐる(赴)､すぐる(過)
ダ行 いづる(出)､まうづる(請)
ハ行 かふる(易)､ふる(経)
その他のものは､活用語尾が末尾の部分(下の部分)を送っているが､二段動詞の連体
形の語尾は､このように下の ｢る｣文字(いわゆる｢廟｣の部分)しか送られないもの
が多い｡これは宣長のものも同じだが､｢すぐる｣､｢かふる｣のように連体形が三音節
になる語は二音節を漢字にあてるという傾向で説明できるものの､四音節になる｢ま
うづる｣も｢廓｣の部分しか送られないということを考えると､｢過くる｣や｢出つる｣
とあった場合､｢すぎくる｣や ｢いでつる｣などと読まれるというように､｢くる｣や
｢つる｣が他の語とまざれやすいからとも考えられる｡つまり､他の語との兼ね合いで
こうなったといえるが､推測にとどまっている｡これについては､当時の ｢磨｣の部
分についての文法的･語乗的認識などとからめて､今後も検討すべき課題である｡
19.日本古典文学大系の本文では｢おはせLに｣と読んでいるが､新編日本古典文学全集
では ｢ありし｣と読んでおり､ここでは他の ｢在｣の字との比較もかねて ｢ありし｣と
して扱った｡
20.用例を見る限りでは､四段と同一にみなしても差し支えないようだが､一応ラ変とし
た｡
21.｢冠かたふけて｣(215-02『血』)､｢烏帽子かたふけて｣(222-02『血』)､の実例により
｢かたぶく｣とする｡
22.内田百聞氏の｢動詞の不変化語尾について｣には次のような記述がある｡
｢もやす｣の｢や｣は変化しないけれども､語尾である｡ヤ行下二段の不変化段であ
る｡工､ユに移る変化が､ア段のヤに現われた不変化語尾である｡だから｢ヤ｣は語i.
尾である｡語幹として扱うべきではない｡故に送って､｢燃やす｣と書く｡即ち､不
変化語尾 ｢や｣と変化語尾 ｢す｣と共に送るべし｡(242頁)
(『新輯 内田百聞全集 第四巻』 福武書店 1987年｡なお､初出は『東炎』4-
21935年3月)
23.｢おこなう(行)｣全8例中の1例(残 りは｢行i｣のように変化部分から送る).
うや うし
24.｢敬まふ｣｢失なふ｣など｡(189頁)
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25.｢試みさせしよ｣(224-01『血』)｡例を見る限りでは上一段とも上二段ともとれる｡音
節数を考えると｢こころみる｣(上一段)､｢こころむ｣(上二段)と4-5音節になるた
め､便宜上､この ｢四音節以上の動詞｣で ｢上二段活用｣に分類した｡
26.たとえば､菊地圭介(2000a)は､『近代秀歌』『古今和歌集』『更級日記』『土左日記』の
定家自筆資料の送り仮名を調査されているが､活用形別の送り仮名表記率も､今回の調
査と同じ傾向になっている(当該論文33､41貢等)｡
なお､当該論文で菊地氏は､ヤコブソンや トウルべツコイなどを引き､有標と有標の対
立からなる《等値対立的おくりがな法》と､有標と無標からなる《欠如対立的おくりが
な法》との観点からの分析･考察を行っているが､その評価については､本稿では必ず
しも十分に検討できなかった｡今後の課題としたい｡
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